
　
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
株
式
会
社
か
ら

大
戸
小
学
校
に
太
陽
光
発
電
設
備

（
　
　
）
が
寄
贈
さ
れ
、
３
月
７

１０
kw

日
に
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
同
社
が
売
上
の
一
部
を
活

用
し
て
、
自
然
や
環
境
な
ど
の
保

護
・
保
全
活
動
を
支
援
す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
で
、
大
戸
小
学

校
が
取
り
組
ん
で
き
た
環
境
教
育

が
評
価
さ
れ
選
ば
れ
た
も
の
で

す
。
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
有
効
活

用
す
る
こ
と
で
、
児
童
へ
の
環
境

教
育
の
推
進
、
教
員
や
来
校
者
に

対
し
て
、
地
球
温
暖
化
防
止
の
啓

発
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

お知らせ
　３月１１日に発生した東北地方太
平洋沖地震を受け、掲載された行
事･講座等の内容が変更となる場
合がございます。あらかじめご了
承ください。

町田市の文化財をご存知ですか
　第３回　木曽中学校遺跡のクルミ形縄文土器

▲クルミ形土器
直径２２㎝、高さ８.５㎝
縄文時代中期（約５０００年前）

特
性
を
生
か
し
、
少
人
数
指
導
や

複
数
指
導
、
モ
ジ
ュ
ー
ル
学
習
な

ど
個
に
応
じ
た
き
め
細
か
い
学
習

指
導
を
徹
底
し
ま
し
た
。
ま
た
全

教
員
の
輪
番
制
に
よ
る
全
校
道
徳

授
業
、
福
祉
体
験
、
花
づ
く
り
・

野
菜
づ
く
り
活
動
、
保
護
者
や
地

域
の
方
々
の
参
加
に
よ
る
行
事
な

ど
を
通
し
て
、
協
力
性
や
社
会
性

を
育
む
心
の
教
育
を
実
践
し
て
き

ま
し
た
。

　
学
校
は
今
年
度
で
閉
校
と
な
り

ま
す
が
、
本
町
田
中
学
校
の
思
い

出
は
、
在
校
生
や
教
職
員
、
卒
業

生
の
心
の
中
で
い
つ
ま
で
も
生
き

続
け
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

１１代校長
板垣　仁

　小規模化が著しい本町田中学
校は、「学校適正規模適正配置事
業実施計画（１９９９年３月策定）」
に基づき、本年３月３１日をもっ
て長い歴史に幕を閉じることに
なりました。
　閉校にあたり、最後の学校長
にこれまでの学校を振り返って
いただきました。

　この土器は、１９８１年の木曽中学校建設に伴う発掘調査で出土しました。埋まっていたの
は、現校舎の真下約１.５ｍで発見された縄文時代中期（約５０００年前）の竪穴住居の中でし
た。クルミを半割りにした形を土器に採用した全国でも珍しいものです。正面の目鼻を思
わせる造作も含め、当時の主食であった木の実に対する縄文人の切実な思いが感じられま
す。自然の恵みに対する感謝と豊穣祈願を目的に作成、使用されたのでしょう。下記施設
で実物を展示していますので、是非ご覧下さい。
町田市考古資料室
所　在：下小山田町４０１６
開室日：第２・４土・日曜、祝日
　　　　（７・８月は毎土・日曜、祝日）の１０～１６時
案　内：町田バスセンターからバスで
　　　　市立室内プール下車、徒歩１０分
電　話：７９７・９６６１

　
本
町
田
中
学
校
は
本
年
３
月
を

も
っ
て
閉
校
い
た
し
ま
す
。　
年
３６

間
、
本
町
田
地
域
の
中
学
校
教
育

の
拠
点
と
し
て
伝
統
を
築
い
て
き

ま
し
た
が
、
そ
の
歴
史
に
幕
を
下

ろ
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
本
町
田
中
学
校
は
１
９
７
５
年

４
月
、
町
田
第
三
中
学
校
に
併
設

さ
れ
た
仮
校
舎
に
て
開
校
し
ま
し

た
。
初
代
校
長
に
三
島
愛
啓
先
生

を
お
迎
え
し
、
全
校
生
徒
数
は
４

５
０
名
、
教
職
員
数
　
名
で
の
ス

２０

タ
ー
ト
で
し
た
。
同
年
　
月
に

１０

は
、
現
在
地
に
お
い
て
開
校
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
翌
１
９
７
６
年

１
月
、
教
育
目
標
・
校
章
・
校
旗

が
制
定
さ
れ
、
校
歌
の
発
表
会
も

開
か
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
学
校

の
規
模
は
年
ご
と
に
大
き
く
な

り
、
１
９
８
４
年
度
に
は
全
校
学

級
数
　
学
級
、
生
徒
数
は
１
３
１

３１

７
名
と
都
内
で
も
有
数
の
大
規
模

校
に
な
り
ま
し
た
。
翌
年
に
は
現

在
の
特
別
支
援
学
級
が
開
設
さ

れ
、
さ
ら
に
規
模
は
大
き
く
な
っ

て
い
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
１
９
９
１
年
度
頃
よ

り
、
地
域
の
少
子
化
傾
向
等
か
ら

徐
々
に
生
徒
数
は
減
少
し
、
１
９

９
５
年
度
に
は
全
校
生
徒
数
が
４

８
１
名
と
５
０
０
名
を
割
り
こ
み

ま
し
た
。
そ
の
後
も
生
徒
数
は
減

少
し
続
け
、
２
０
０
８
年
度
に
は

１
５
７
名
、
２
０
０
９
年
度
に
は

　
名
と
市
内
最
小
規
模
の
中
学
校

９２と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の

よ
う
な
状
況
を
受
け
、
教
育
委
員

会
及
び
関
係
者
の
方
々
に
よ
り
本

校
の
存
続
に
つ
い
て
検
討
が
行
わ

れ
た
結
果
、
今
後
の
生
徒
数
増
加

は
望
め
な
い
と
の
結
論
に
達
し
、

こ
の
た
び
正
式
に
閉
校
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
以
上
が
開
校
か

ら
閉
校
に
至
る
経
緯
で
す
。

　
生
徒
数
が
減
少
す
る
中
、
２
０

０
９
年
度
に
は
町
田
市
研
究
推
進

校
と
し
て
「
認
め
励
ま
し
、
一
人

一
人
の
良
さ
を
生
か
す
教
育
の
推

進
～
特
別
支
援
教
育
の
考
え
に
基

づ
く
指
導
方
法
の
工
夫
と
改
善
」

と
い
う
主
題
で
研
究
発
表
会
を
行

い
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
２
年
生
１
名
、
３
年

生
　
名
、
特
別
支
援
学
級
９
名
と

２８
全
校
生
徒
は
　
名
の
小
さ
な
学
校

３８

と
な
り
ま
し
た
が
、
小
規
模
校
の

連 載

思
い
出
は
未
来
へ
と
続
く

　
年
間
あ
り
が
と
う
　さ
よ
う
な
ら

３６　
　
本
町
田
中
学
校

　
　
閉
校
に
あ
た
っ
て

　
教
育
委
員
会
で
は
、
大
戸
小
学

校
及
び
武
蔵
岡
中
学
校
を
合
同
校

舎
型
小
中
一
貫
校
と
す
る
た
め
、

２
０
１
２
年
４
月
開
校
を
目
指
し

て
現
在
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　
い
よ
い
よ
来
年
度
か
ら
校
舎
内

等
の
改
修
工
事
が
始
ま
り
ま
す
。

普
通
教
室
、
特
別
教
室
の
間
仕
切

り
等
の
改
修
、
空
調
機
設
置
、
ト

イ
レ
の
改
修
、
屋
上
の
防
水
、
外

壁
塗
装
な
ど
大
戸
小
学
校
を
中
心

に
改
修
工
事
を
行
い
ま
す
。
地
域

の
方
々
に
は
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し

ま
す
が
、
学
校
運
営
に
支
障
が
な

い
よ
う
工
事
を
進
め
て
い
き
、
教

育
活
動
面
に
お
い
て
も
両
校
教
職

員
が
連
携
し
な
が
ら
取
り
組
み
を

進
め
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
小
中
一
貫
校
と
し
て
の

学
校
名
に
つ
い
て
は
、
秋
頃
に
決

定
し
ご
報
告
す
る
予
定
で
す
。

　
今
後
も
、
学
校
、
保
護
者
、
地

域
の
方
々
に
ご
理
解
ご
協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
開
校
に
向
け
て

準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
教
育
総
務
課

緯
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２
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７
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町田市立大町田市立大戸戸・・武蔵岡武蔵岡
合同校舎型小中一貫合同校舎型小中一貫校校

　
　

町田市立大町田市立大戸戸・・武蔵岡武蔵岡
合同校舎型小中一貫合同校舎型小中一貫校校
～いよいよ２０１１年度から～いよいよ２０１１年度から　　　

改修工事が始まります　　　改修工事が始まります～～

　
お
見
舞
い

　
３
月
　
日
に
発
生
し
た
東
北
地

１１

方
太
平
洋
沖
地
震
に
よ
り
被
災
さ

れ
た
皆
さ
ま
に
、
謹
ん
で
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。

◆

　
お
願
い

　
東
京
電
力
の
設
備
が
大
き
な
被

害
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
、
今

後
、
電
気
の
供
給
力
が
不
足
す
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
市
民
の
皆
さ

ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
徹
底
し

た
節
電
に
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。


